
 

matteo aroldi 写真展  
Il respiro del lago—湖の息吹— 
会期：2011 年 6 月 15 日(水)—7 月 11 日（月） 会場：箱根写真美術館 2F 展示室 
オープニングレセプション: 6 月 18 日（土）15:00-17:00 
  

 
Hakone museum of photography 

“日本のスイス”と称され、国内屈指の山岳リゾー

トである「箱根」。箱根登山鉄道は、スイスのレー

ティッシュ鉄道（旧ベルニナ鉄道）をモデルにつく

られ、2009年には姉妹提携30周年を迎えました。 

 そんなスイスと縁の深い箱根で、スイス人写真家、

マッテオ・アロルディによる個展を開催します。 

スイスアルプスの南に位置するマッジョーレ湖は、

作者の生まれたロカルノからイタリアへと広がる湖

です。 

 これは「湖のポートレート」を捉えようとするプ

ロジェクトであり、それは湖そのものをカメラに収

めること、作者自身が直感的に感じる”命ある存

在”としての湖を捉えることでした。 

̶すべての生きものがそうであるように、湖をとりま

く世界、そしてそこに棲む生きものとの関係を通じ

て湖もまた、あらゆる顔をみせる。日々や季節の移

ろいは、その水面に波間に、光となり風となって語

りかけ、湖の心を表現する。 

 3 年という歳月をかけ、作者が追い求めた、湖のそ

の親密で、刹那的で、謎めいた存在感を箱根の自然

の中で感じていただければ幸いです。 

 

箱根登山鉄道、ケーブルカー沿いを彩るアジサイが

美しい初夏の箱根で、スイスの自然をご堪能くださ

い。 
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作品は以下５章の構成からなる： 

- 鏡 

- 神髄 

- 精霊 

- 変貌 

- 命 

[展示作品数](予定) 

 パネル 27 点  ブック 20 点 

 

 
 



 

 

 

 

 

[会場／問合せ先] 

箱根写真美術館 2F 展示室 

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300-432  

電話 0460-82-2717 FAX: 0460-82-2717 

URL  http://www.hmop.com 

e-mail info@hmop.com 

開館時間：10:00-17:00 

入館料：大人 500 円(300 円)( )内は小中学生 

    ※未就学児童は無料 

休館日：火曜休館（祝日を除く） 

※ 常設展「遠藤桂 富士山写真展」もご覧頂けます。 
[主催等]  

主催：箱根写真美術館 

後援：在日スイス大使館／スイス政府観光局 

   箱根町／箱根登山鉄道株式会社 
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ヴェルバーノ湖やロカルノ湖とも称されるマッジ

ョーレ湖(Lago Maggiore)は、スイスアルプスの南

に位置し、スイス（ティチーノ州）とイタリア（ロ

ンバルディア、ピエモンテ地方）をまたがる約200 

キロ平方メートルにおよぶ淡水湖である。 

     

 

＜作家紹介＞マッテオ・アロルディ 

◆経歴 

1964：   南スイス・ロカルノに生まれる。 

1984‒87：イタリア・ミラノ、Istituto Europeo di  

         Design にて学ぶ。 

1984‒88：様々なフォト・スタジオでアシスタントと            

         して経験を積む。 

1988-： 現在:、日本・スイス・イタリアを活動の拠 

        点としフリーランス・フォトグラファーと     

        して活動。レポタージュ、建築、自然、 

        フォト・デザインなどの分野を専門とする。 

◆受賞作品 

-JPS Awards 2009 (Japan Professional Photographer Society, 
the national contest): 
A "merit" was awarded for the "Killer's Shadow”. 
-SBf Awards 2008 (Swiss Professional Photographer 
Association, the national contest): 
A “merit” for the series "On the Trains of Tokyo" in the 
reportage category. 

◆参考：web: www.matteoaroldi.com 
 

写真を撮るということ。 

それは私の内面を、情熱を、表現するよろこびに尽きる

と思う。20年以上写真家という仕事に恵まれてきたが、

その気持ちは今も変わらない。フォトジャーナリストと

してアジアの都市や人々を撮り続けてきた。私の写真の

根底にいつもあるのは、対比的な主題としての自然、そ

して都会。自然の中では、光の戯れと、そこから生まれ

るストーリーを捉えたいとの一心でシャッターを切る。

その瞬間、表現の可能性は無限大に広がっていく。過激

さと矛盾を内包する大都会では、人と人、そして人と街

との交わり合いから見えてくるイメージがある。レンズ

越しにふと垣間見えてくる、人間の脆さや温かさは、都

市を背景にしていっそう輝きを増す。 

私にとって写真とは、その一瞬を捉え、表現できる最高

の媒体なのだ。 

------------------- 

私がカメラのレンズを通して追い求めるのは、研ぎ澄ま

された感受性と率直さによって題材を捉えるこ 

と ― 子供の目がはじめて世界を認識するときのよ

うに。  

この二十年間、私の個人的発見や遭遇を共有することが

できたのは、この写真家という仕事に恵まれ 

たからに他ならない。 

マッテオ・アロルディ 

 

 

 

 


